
金
相
聞
古
蹟
志
巻
十
八

碕
棚
、
山
の
か
た
は
し
に
後
盆
子
加
を
付
け
さ
せ
ら
る
と
見
ね
た
れ

ば
、
此
の
時
自
抗
野
の
地
団
法
陀
榎
品
桃
畠
を
も
命
ぜ
ら
れ
し
と
聞
ゆ
。

長
野
は
共
の
か
み
不
毛
の
地
な
る
故
左
り
。
改
作
所
持U
紀
陀
如
v
左
紋

ぜ
た
り
。

石
川
郡
来
村
接
木
畑
、
共
の
御
場
よ
り
御
支
配
に
御
座
候
哉
。
畑
山
御
用
一

地
な
ど

K
混
成
‘
只
今
御
畑
地
陀
而
無
ν
之
快
哉
。
百
姓
地
な
ど
に
健
一

成
候
哉
。
委
細
陀
可
v
被
一
仰
附
-
候
。
御
畑
地
に
伎
は
ど
‘問
教
・
歩
数
御

一

書
付
仰
越
可
ν
被
v
成
候
。
御
常
御
也
候
故
如
v
此
K
御
座
候
。
以
上
。

-

4
月
五
日

問
尻
郁
二
布
術
門

街I

!，T-

用

場

就
=御
町時
-申

ι

上
候
。

て

石
川
郡
長
村
倒
接
木
畑
只
今
有
之
候
故
。
御
用
地
又
は
百
姓
地

花
混
成
居
申
候
哉
与
御
埠
被
ν
遊
候
に
付
.
相
尋
由市出
幅
広
、
泉
村
領
に

は
先
年
よ
り
接
木
州
御
座
候
憐
承
及
不
v
巾
候
。

一
、
同
郡
泉
野
村
侃
之
内
K
.
先
年
も
っ
と
く
畑
与
申
候
て
.
も
つ

と
〈
井
閣
情
。
締
等
総
有
ν
之
候
畑
御
座
候
底
に
、
三
拾
年
許
以
前
‘
右
御

植
木
共
御
城
中
へ
神
崎
弘
間
取
容
-被
v
遊
か
と
山
中
u

存
候
。
廿
内
外
御
家
中
へ

も
被
v
下
、
す
き
と
益
地
陀
罷
成
、只
今
以
右
之
御
由
同
地
歩
数
千
二
三

一
・
同
村
伺
之
内
、初

木
御
晶
一
ク
所
御
座
候
。
此
帥
仰
木
、御
馬
屋
町

材
木
畑
h
御
取
、
共
跡
立
文
八
年
御
高
八
石
四
斗
五
到
五
合
新
開
H
F一

仰
付
-
供
。
右
泉
村
近
在
に
而
先
年
御
畑
地
有
ν
之
・
所
-R

相
許
庁
u
上
巾

候
。
以
上
。

元
総
十
三
年
十
月
五
日

野
々
市
村
少
左
衛
門

H
引
村

次

郎

官

不
政
干
左
街
門
殿

按
A
Y
る
に
・
桃
内
向
の
名
は
不
昌
記
紋
-
と
い
へ
ど
も
・
右
畑
地
の
中
な
る

べ
し
。

O
一
塁

塚

跡

野
町
と
・
北
野
と
の
境
界
な
る
折
山
の
東
側
、
町
中
棋
の
閣
内
に
あ
る
桜

木
子
ば
・

一
良
塚
な
り
と
い
ひ
仰
へ

・
遊
離
冊
中
は
此
所
に
柵
川
あ
り

し
か
ど
、

明
治
臨
時
務
の
際
取
除
か
れ
た
り
。
延
貨
の
金
深
闘
に
如

v
下

服
せ
た
り
。
此
の
紛
闘
に
て
見
れ
ば
・

延
貨
の
頃
は
東
西
府
側
陀

車
竣
あ
り
た
り
し
を
、
後
商
側
は
結
え
、
東
側
の
み
と
成
り
・

n正
も

出
願
し
て
邸
内
へ
取
込
み
・
僚
に
複
木
の
み
抽
出
り
た
り
し
と
問
ゅ
。

按
・ヂ
る
民
、

疋
係
四
年
幕
府
へ
加
能
越
三
州
奥
地
闘
巡
迷
に
付
・
取

添
へ
ら
れ
し
一一
一
州
道
程
調
牲
に
、
山
上
村
よ
り
金
調
印
野
町

一
里
山
ま

金
溜
古
蹟
志
巻

十
八

八

百
歩
程
、
廻
り
杉
総
御
座
候
。

一
、
岡
村
側
之
内
に
.
先
年
柿
木
御
州
一

ヶ
所
御
座
候
。
歩
数
先
無
-

御
座
-
候
。
此
所
四
沿
ヶ
年
以
前
民
、御
足
腕
中
屋
敷
K
相
渡
り
巾
候。

一
、
岡
村
領
之
内
に
、先
年
帥
仰
木
御
畑
一
ケ
所
御
座
候
。
此
所
之
俄
.

岡
村
領
之
内
御
用
地
陀
相
渡
り
候
替
地
陀
御
波
被
勧
告
ア
成
・
只
今
畑

地
に
而
、
長
野
村
陀
支
配
仕
候
。
此
歩
数
井
年
数
党
相州
司御
臨
-
候
。

一
-
同
村
側
之
内

K
・同
制
木
御
畑

一
ケ
所
御
座
候
o
此
所
元
政
五
年

陀
御
前
+
石
四
斗
二
升
五
合
新
聞
被
=仰
付
-
候
，

一
、
岡
村
領
内
陀
、

架
御
林
一
ク
所
御
座
候
。
此
所
元
総
五
年
K
仰

向
=
一
+
悶
石
四
斗
凹
升
五
合
新
聞
被
z
仰
付
-候。

て
同
村
傾
之
内
陀
、
杉
御
林

一
ヶ
所
御
座
候
。
歩
数
三
宵
歩
穏
.

今
以
杉
林
御
座
候
。

一
.
岡
村
領
之
内
K
、
栗
木
御
畑
一
ケ
所
御
座
候
。

此
所
寛
文
八
年

に
御
尚
三
石
八
斗
八
升
五
合
新
附
紋
ι一仰
付
-候。

一
、
岡
村
側
之
内
民
、
竹
御
林
ニ
ク
所
御
座
候
。
元
級
八
年
陀
御
前

寸
七
石
九
斗
四
升
五
合
新
聞
被
ν
仰
候
。

一
、口
此
野
山
川村
mm之
内
、持
花
盛
と
巾
絞
っ
る
御
品
一
ケ
所
御
座
候
。

此
所
究
文
七
年
御
高
ト
石
五
斗
三
升
五
合
新
開
被
a

仰
付
-
候
。

，6 

世1

z 
< 

で
一
虫
、
野
町

一
盟
山
よ
り
泉
村
ま
で
六
町、

一
息
山
金
海
町
之
内

閥
抗
野
村
端
医
あ
り
。
と
飽
峨
せ
り
o

右
一
里
山
と
い
ふ
は
即
ち
一
息

坂
の
草
花
て

、
三
州
芯
に
も
野
町
は
一
刊
明
枇
門
前
よ
り
里
暖
ま
で
な

b
o
分
涯
に
界
門
あ
り
。
是
よ
り向
抗
野
な
り
。

と
い

へ
り
。
右
疋
保

四
年
の
道
程
問
書
等
に
て
見
れ
ば
.

そ
の
か
み
金
都
市
中
此
の
一
息

泉

町f!: 
~ 

♂

T
e坤

療
の
際
ま
で
を
町
地
と
左
し
、
夫
れ
よ
り
南
は
都
地
陀
て
、

を
金
路
町
端
と
な
し
た
る
放
に
、
此
の
地
田
仲
に
籾
門
を
建
て
あ
り
し

と
問
ゅ
。
さ
れ
ど
後
退
々
町
地
主
ば
取
印
刷
め
ら
れ
・

一
旦
接
以
外
陀

白川
町
泉
新
町
・
有
松
町
と
て
、
町
端
ま
で
遁
に
連
婚
せ
し
故
、
一
塁

犠
は
金
調
印
の
市
中
に
成
り
て
・
名
の
み
残
り
し
に
よ
り、

途
陀
慶
物

里
塚

九




